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令和６ 年度第３回柏市教育政策審議会 会議録  

 

１  開催日時  

令和６年９月 ４日（水）  

午後１０時から 午後１２時まで  

 

２  開催場所  

柏市役所沼南庁舎５階  大会議室  

 

３  出席者  

(1) 委員  

   天笠会長， 寺本副会長，中田 委員，伊藤委員， 藤崎委員，川

本委員，遠藤委員 ，青木委員，入道 委員 ，少路委員 ，神田委員，

坂本委員，古橋委員 ，阿部委員（計 １４名）  

 (2) 事務局  

   田牧教育長 ，原田教育総務部長 ，宮本生涯学習 部長，福島学

校教育部長， 依田学校教育部上席技監 ，松澤教育 総務部次長兼

教育政策課長 ，中村教育総務部 次長兼学校給食課長 ，原学校教

育部次長兼学校教育 課長，籠教育総務 課長，田村教育政策課副

参事，柳澤教育政策課 副主幹， 布施教育政策課主査 ，平川教育

政策課主事， 加藤教育政策課教育専門アドバイザー ，古谷教育

施設課長，佐藤学校給食センター所長 ，竹内生涯学習課主幹 ，

渡辺学校財務 室長，福田教職員 課長，平野指導課長 ，石井児童

生徒課長，金岡教育研究 所長， 幕内市立柏高等学校事務長 （計

２３名）  

 

４  教育長のあいさつ  

 

５  前回審議会の振り返り  

  会長進行のもと ，資料３に基づき ，前回審議会の会議録につ い  

 て，全会一致で承 認された。  

 

（天笠会長）  
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  １点検討していただければと思います。 例えば中央教育審議会

では，審議がどんな形で 進んだか 会議録でその進行 がわかるよう

になっています。 これまでの柏市の 審議について， 国の場合と同

様に，事務局の 発言がどんな説明だったかどうか という ことも記

録に残しておくことがいいのではないかと思いました 。  

 →前回審議会の 会議録より，事務局 からの説明についても 記載す

るよう変更した 。  

 

６  本日のスケジュールについて  

  資料４に基づき ，本日の審議会の位置づけ及び議題を確認した。 

 

７  議題  

(1) 目指す子 ども像について  

(2)  目指す学 校教育の実現に向けた取組みについて  

(3) 基本方針の骨子案について  

 

資料に基づき ，事務局より説明 した。  

 議事 (1)については ，前回の審議会での 審議を踏まえ ，「自他の  

 対話を大切にしながら  学び続けるかしわっ子 ～よりよい自分   

 よりよい“かしわ”を目指して～ 」とする案を提示した 。  

  議事 (2)について は，各種取り組みの うち，以下の 9 つの項目に  

 ついて事務局から 説明するとともに ，前回説明した 「小中一貫教  

 育の推進」の取り組みとして ，小中学校両校種免許状取得の 促進  

 することを追記 する旨，委員に提案した 。  

  ア  教育相談の 充実  

  イ  子どもの 居場所  

  ウ  コミュニ ティ・スクールの 活性化  

  エ  市立柏高等学校の 魅力化  

  オ  教職員研修の 充実  

  カ  将来を見据えた 学校のあり方  

  キ  新しい時代の 学びを実現する 学校施設の整備  

  ク  安全・安心 な学校施設の充実  

  ケ  心身の健康を 支える給食の 提供  

  議事 (3)については ，これまでの 審議会で議論してきた 内容を， 
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 第 1 章「基本方針の概要」，第 2 章「 学 校 を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題 ・ 

 その背景」，第 3 章「柏市が目指す これからの学校教育」，第 4 章  

 「目指す学校教育の実現に向けた具体的な取り組み」の 4 章構成  

 でまとめた「柏市 未来につなぐ魅力ある 学校づくり 基本方針骨子  

 （案）」を提案した 。  

 

≪以下，委員からの意見及びそれに対する事務局からの回答≫  

(1) 目指す子ども像について 【資料５】  

（天笠会長）  

目指す子ども像についての意見を お伺いいたします 。いかがでし

ょうか。  

（中田委員）  

委員の皆様の意見 が反映できていると思います 。「より良い自分に

なるために」という文言 が副題として 記載されたことで ，非常にす

っきりしたと思い ます。  

（坂本委員）  

「よりよい自分 になるために」を 副題に移動させたことで ，自己

の確立だけではなく ，社会や地域との 関わりが組み込まれ たため，

とても良くなったと思いました 。また ，この言葉が浸透 していくと

良いとも思いました 。  

（神田委員）  

 「よりよい“かしわ ”を目指して 」とありますが， やはり柏に住

んでいることを誇りに思って ，「柏のために 何かしたい 」であるとか，

「大人になっても住み続けるぞ 」みたいなことを ，今の 子ども達に

も感じてもらいたいと思いますので ，“かしわ”という 言葉が出てき

たのは良かったな と思いました。  

（阿部委員）  

２人の委員から 意見がありましたように ，例えば 2 ページで例に

挙げられている文部科学省 の「社会に 開かれた教育課程 」でもあり

ますが，基本的に 教育とは「自分以外の何か のために 」という要素

が大きいかと思いま すので，そういう点では ，象徴的に “かしわ”

という表現を使って ，そこで示していただいたのは 良いと思います。 

（藤崎委員）  

皆さんと同じ意見です。「よりよい自分  よりよい“かしわ”を目
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指して」とサブタイトル で並列させた ことは，前回の議論が 上手く

集約されていると思います。  

（天笠会長）  

他によろしいで しょうか。委員の皆様から了解を得られたという

ことにいたします。  

 

(2) 目指す学校教育の実現に向けた取組みについて 【資料６】【参  

考資料１】  

（天笠会長）  

資料６に沿って ，１つ１つについて 御意見を求めます。まずは ，

「教育相談の充実」についてお願いします。  

（少路委員）  

スクールソーシャルワーカーの方は ，今中学校区に 1 人配置され

ていて，全国的に見ても柏市が進んでいる話を聞いて います。しか

し，小学校には， 専属のスクールソーシャルワーカー がおらず，私

のところでは， 1 人のソーシャルワーカーの方が ，中学校 1 校と小

学校 3 校，計 4 校 の子どもたちを見てくださって おり ，問題がたく

さんあることからも ，「 1 人だと大変そうだな 」，「苦労されて いるな」

と感じています。 小学校が手薄とは言いません が，小学校 だけでも

様々な問題があるため ，専属のスクール ワーカー等， 教育相談でき

る方を配属していただけると 良いのでは ないかと思い ます。  

（天笠会長）  

大切な意見ではないかと思います。かつては比較的中学校 におい

ての問題行動が多 いことが課題として 挙げられていました が，むし

ろ小学校のときにこそ適切な対応 を 実施していくことが将来の予防

に繋がってきます 。そのような観点から 大変貴重な御 意見でした。  

（入道委員）  

私は，スクールソーシャルワーカーの方と ，地域の 主任児童委員

の立場として，年に１回集ま って交流し ，活動の内容を聞い たり，

意見交換したりしてい ます。地域で 活動していて，お手伝いができ

る人はたくさんいるので ，地域からの 協力が得られる 学校づくりの

観点から，このような 方と学校との 繋がりも考えて欲しいなと 思い

ます。  
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（天笠会長）  

地域との繋がり ，連携について一層の充実と ，一層のシステムの

充実，そのような 観点から，人の手配も含め ，お願いしたいという

意見でした。  

（中田委員）  

スクールソーシャルワーカー の方 が，中学校区を広く見てくださ

っている現状のシステム はとても有効 だと思います。 人手が足りな

いという考えがない というわけでは ないですが，あえて 1 人とし，

中学校区全ての地域の方 ，保護者の方と繋がれるこのシステムは ，

非常に学校の管理職としては 頼れる し，一緒に進めると いう意味で

は大変ありがたいです 。  

（天笠会長）  

もちろん，それぞれの小 中学校ご とに，充実に向けた 更なる対応

をして欲しいことは 言うまでもないことですけ れども ，御指摘のよ

うに，学校との繋がり ，地域の繋がり を考えた場合， 中学校区に 1

人スクールカウンセラーが配置されている 現状のシステムは ，教育

相談の充実において一つの 対応策です。 地域との連携体制 の充実，

強化について，より具体的な対応を出していただけるとありがたい

です。  

（藤崎委員）  

本校においても ，中学校区に 1 名配置していただいております。

スクールソーシャルワーカー は，福祉の 専門家である ため，困り感

を抱えている家庭に対して もサポート していただいて おります。そ

の中で兄弟関係についても 見えてくる ところもあるため ，中学校と

小学校を全て網羅している このシステム は，とても良い と思ってい

ます。ただ一方で ，現在本校には週 2 日来ていただいて いますが，1

人でサポートするのは ，非常に大変な状態 なため，日数や 人数の拡

大は大きな課題だと思います 。  

また，スクール カウンセラーにおいても ，柏市の場合 ，千葉県の

スクールカウンセラーと ，柏市独自の スクールカウンセラー と，二

重のねじれの状態 があります。例えば 千葉県のスクール カウンセラ

ーを配置して，増員 として柏市のスクールカウンセラーを配置する

ケースもあります。 そうすると，カ ウンセラー同士の連携が 上手く

取れないことがご ざいますので，スクール カウンセラーについても ，
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もう少し日数を増やして いく，あるいは 人員を増やしていくことが

必要であると考えています 。  

 

（天笠会長）  

続いて，「子ども の居場所」についてお願いします。  

（藤崎委員）  

「子どもの居場所 づくり」は大切な 視点であり，かなり充実して

いるなという思い はありますが，どうしても 小学生が 対象なのかな

という印象が強いです 。例えば，部活動 の地域移行が 進み，部活を

やらない生徒たちの居場所 を考えたときに ，この中学生向けの居場

所も必要だと感じました 。  

（入道委員）  

「子どもの居場所づくり 」はとても大切なことであって ，進める

方向で検討していただくの は大変ありがたいと思います。 やり方に

関しては，検討段階とのこと ではありますが ，しっかりと検討して

欲しいと思います。是非 ，実際に学習会に行って ，ど のように子ど

もたちが学んでいるか 見ていただい た後に，学習型を 居場所型に集

約していくのかの 判断をしていただきたいと思います。  

（天笠会長）  

現状，「子ども」について幼児や児童 を定義づけていますが ，中学

生あるいは高校生も含めた場合の 「 子どもの居場所」 を考えたとき

には，社会教育施設 等との接点を持たせた 意見も出てくる のではな

いかと思います。現状にとらわれない 10 年先，将来を見 据えた発想

も必要であると考えます 。  

（阿部委員）  

地域で心配して いるのは，柏市は ，部活動の運営方法 が変わった

ことです。現在土日の部活 について は，地域移行されており ます。

従来は，部活動等により 学校の教職員 が生徒を気にかけ る環境があ

りましたが，その 環境を地域がそっくりそのまま 引き継ぐ ことは無

いと思います。そうすると ，土日に 子どもたちが，地域 にウロウロ

することが予想され ます。子どもの数がどんどん減って いるので，

何とも言えないとこ ろでありますが ，それを少し心配しています。

補充学習型ではなく ，どちらかとい うと居場所型の環境づくり を整

えてほしいです。  
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（神田委員）  

学校の学童保育に 子どもを 1 年生から入れてい ます が， 4 年生以

降になると人数が 限られて，行きづらく なり， 4 年生から利用して

いないです。しかし ，変わらず親は 仕事していて帰宅するのが 遅い

ので，高学年とは いえ，子どもだけで 家で待たせることは とても心

配です。  

子ども同士で遊んで欲しい との思いもあ ったので， 民間の学童保

育を利用したこともありま したが， 費用が高いため， 高学年の子が

放課後にみんなで 居られる場所ができたら 良いなと思います。  

自身は利用したことは ありません が，駅前にできた 「 tetote」に

は，高学年児童や 中学生の居場所も 整備されていると 聞いたので，

学校と連携をして ，放課後に活用できると 良いなと思いました 。  

（天笠会長）  

続いて，「コミュニティ・スクールの活性化 」についてお願いしま

す。  

（入道委員）  

学校運営協議会は ，それぞれ学校で２年目 ，３年目 と始まったば

っかりで，これから地域と どんどん 繋げていく段階だと思 います。

将来，学校を核と した地域社会づくりを目指すのであれば ，その学

校運営協議会からだけの発信 だけで はなく，地域や市など が，PR を

していただけると ，もっと動きやすい と思います。  

（少路委員）  

地域学校協働活動推進員 の研修を受け ，学校運営協議会と地域 の

活動を行っています 。私の地域は 上手く 活動はしている と思います。

ただ，地域の考え方と学校の考え方 に若干のずれがあり ，そこら辺

のすり合わせがまだ難しい段階です 。色々なコミュニティ ・スクー

ルの話や，地区の話を聞いて いると ，地区によって考え方 や進め方

があり，一概に言えないことがあります。 地域に合った活動 してい

けばいいと思います。  

（阿部委員）  

個人的にコミュニティ ・スクールの方向性 は，地域の 教育資産が

学校とどうリンク するかというところ かと思います。 私の地域には

「下田の杜」があり ，小学校の教育カリキュラムの中に入り込んで

いるため，非常に魅力的な ，環境にある と思っています。  
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「地域とともにある学校 づくり」 それから「学校を 核とした地域

づくり像」について ，とても考えさせられます 。というのも ，一方

では学校規模や， 通学区域の問題が あって，地域は区切られ てしま

います。私の町会 内の児童も 2 つの小学校 に分かれて 進学していま

す。実態としては ，通学状況の関係で 区切られていますので ，必ず

しも「地域とともにある学校づくり 」ではなくなってい ます。もし，

義務教育学校や小中一貫という形で教育を進め ていく とすれば，推

進していく中で， ある程度解消していただきたいという思いもあり

ます。  

（天笠会長）  

私もこのコミュニティ ・スクール に関わって，色々な 所で発言さ

せていただいています 。その一つと して，コミュニティ ・スクール

の学校運営委員会 のメンバーに 20 代の人を入れるという ものがあ

ります。どうしても発足の時点では ，年齢が比較的高い方にお願い

せざるを得ない現状があ りますが，次のステップとしては ，20 代の

方に加わっていただ くことが将来を見据えたときに大切 だと思いま

す。  

続いて，「市立柏高等学校の魅力化 」についてお願いします 。  

（遠藤委員）  

市立柏高校は， 非常に魅力がある ということを赴任して ，数日間

で感じました。赴任 する前にも，市立柏高校 は先輩や卒業生 から様々

な話を聞いて期待 しておりましたが ，兄弟で通ったり ，親子で通っ

たりと，とてもリピーター率が高い 学校であるなと思いました 。そ

れから，学校や教育現場に 1 番詳しい 教員の子どもも通ったりして

います。  

また，学校施設 についても魅力がありまして ，冷暖房 完備や洋式

トイレ， ICT 機器が 導入されているなど ，学校施設面での 魅力もご

ざいます。  

（天笠会長）  

柏市の市民の皆さんに愛される市立 高校が大切なこと だと思いま

す。市立高校にはどういう校訓が掲げられて いるのですか 。  

（遠藤委員）  

校訓は「清く  やさしく  より高く 」です。  
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（天笠会長）  

その校訓が柏市の市民の皆さん の合言葉 となるには， どれくらい

時間がかかるでしょうか。 それとも浸透している のでしょうか。  

（遠藤委員）  

市民の方がこの 校訓を知るタイミングは ないかと思います 。  

（阿部委員）  

大変失礼なことを申し上げるかもし れませんが，市立柏高校 の魅

力や存在意義が柏市民に 伝わってい るとは言えないと思 います。私

の甥っ子がお世話になりました が， これから先，財務的にも人的に

も厳しい環境を迎 える中で，県立高校 との差別化を考えると ，魅力

も含めて打ち出す時期が 来ていると思い ます。そういう点で見ると ，

市立柏高校の魅力 が必ずしも伝わって いると私は言え ないと思いま

す。  

（天笠会長）  

そういう点からすると 30 年先とか 50 年先に市立柏高校が ，柏に

おいて大切な存在として 残るために ，どのような戦略戦術 で魅力を

高めていくのか， 問われているところ だと思います。 まさに地域に

根差すところがとても 強いと思いますし ，少なくとも毎 年数百人の

卒業生が，柏市で 更に人生を歩まれると 思います。市立柏高校の 魅

力化について，市民の 方からの声が大切になってくる と 思いますが，

皆さま御意見はご ざいますか。  

（神田委員）  

市立柏高校卒業生 が，お互い卒業生だと 聞くと盛り上が って話し

合っていることを 見る機会が多く， 羨ましいなと思うことがありま

す。具体的に高校で何を 実施していて ，どういう施設があって ，ど

ういう魅力がある のかは分からない のですが，卒業生同士 での一体

感が生まれている という場面を何度 も見ていますので ，とても良い

学校であると私は 認識しています。  

（天笠会長）  

校訓が市民との 間に非常に近いところにある学校 が 全国にあるの

で，是非，市立柏高校の 目指す方向の 1 つに，その辺りの ところも，

打ち出していくのも 1 つではないかと思います。  

続いて，「教職員研修の充実 」についてお願いします 。  
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（中田委員）  

教職員の資質能力の向上は必須だと思います 。同時に ，教職員の

姿は子どもの姿と 同一であると感じていますので ，主体的に学ぶ 子

どもを育てるには ，主体的な教職員 である必要がある と考えており

ます。そのため， 研修は与えるものではなくて ，自ら学ぶもの にな

っていかなければいけない と感じて いますし，市の体制と ，教職員

のモチベーション ，両方をバックアップする必要があると思います。 

（天笠会長）  

他にいかがでしょうか ，この議事については ，ここまでとします。 

次に，「将来を見据えた学校のあり方 」について ，意見をお願いし

ます。小中一貫教育の推進 は，前回，意見をお願いしましたけども ，

それについて新たに追記 されました。 そこを含めまして ，将来を見

据えた学校のあり方について ，御意見がありましたらお願いいたし

ます。また，望ましい学校の規模ですとか ，あるいは通学の距離 に

ついてでも問題ご ざいません。無いようなので 次に行きま す。  

続きまして「学校施設の整備 」についてお願いします。  

（寺本副会長）  

スライド８，方向性④ の地域と連携・協働する空間や他 の公共施

設等との共用化・複合化の検討 で， 何か具体的なイメージ があるの

か教えてください。  

（事務局）  

市内の小中学校 はすべてコミュニティ ・スクールと なっています

ので，そういったところで地域ルームを学校施設内に設 ける取り組

みをしていたり， 子どもの居場所と して子どもルームを学校内に配

備したり，防災機能として避難所の機能を ，学校施設として 倉庫を

設けたりなど，共用化について 一部 行っています。今後 さらに子ど

もの数が減少していく ，学校規模を一緒に考えてい く 段階になった

ときに，第 6 次総合計画の話 もありますが ，他の公共施設 の見直し

と併せて学校のあり方 について，他の公共施設とセットで共用化 ・

複合化の検討をしていくというところを打ち出している状況です。  

（寺本副会長）  

「子どもの居場所 づくり」と繋がってくる と思うのですが ，こど

も家庭庁では，「心身の発達の過程にある者 」を子ども と定義してお

り，年齢で区切っている わけではないため ，当然中高生 世代も含ま
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れております。  

柏市では， 2 箇所 を大きな拠点として 中高生の居場所 の整備を進

めていくとのことです が，中学生， 高校生の居場所を 学校の中に設

置するのも良いと思います 。  

自分の住んでいる コミュニティの 中で立ち寄れる， 大人の緩やか

な見守りがある安全の中で ，過ごせる時間 という視点から 考えると，

相乗的な考えも必要 なのかなと思います 。  

（天笠会長）  

資料 6－ 2 の学校施設の整備 について ，新しい時代の学び実現 し，

さらに加えて，安全安心な学校施設の充実ということ について，御

意見をお願いできればと思 います。  

この学校の施設というのは ，先のことを 見据えて新しい学校施設

が紹介されますが ，明日すぐという話にはなかなかな りません。予

算の問題もありますが ，どうしても古いものを 抱えざるを 得ないと

いけません。そういう意味で 長寿命化の 視点からの改良工事という

のを，どれほど進めていただけるかという ことになります。 これは

別に柏市だけでなく ，この国全体が非常に老朽化した施設を抱え込

みながら，その中で ，将来を見据えて いこうと模索しているところ

です。  

（阿部委員）  

建物について， 1 回建てると 50 年近く維持しな くてはならない ，

学校はそのような 要素が強いです。新しい 建築基準法が 施行された

り，色々な新しい条件が変わったと いうこ とは，10 年，15 年で改修，

手入れをするようなルール を行政として欲しい 気がします 。これが

一律できるかどうかは財政上の問題 があると思いますが ，学校が避

難所になっている 観点から言うと， 電源設備を入れて欲し いです。  

（天笠会長）  

避難施設の学校という意味においては ，これこそ急ぐ 喫緊の課題

ではないかと思います。その反面 ， 学校施設の整備は ，かなり長い

目で取り組まれて います。御指摘のように 世の中のマンション等々

を見ますと，一定の時間の 中でメンテナンス が実行されています の

で，国の学校長寿命化計画があ るかとは思います が， 学校もマンシ

ョン等と同様の定期的な改修・点検 の考え方を示した 柏市版の計画

があってもよいと思います 。  
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続きまして「給食 」についてお願いします 。無いようなので ，次

の議事をお願いします。  

 

(3) 基本方針の骨子案について 【資料 ７】【参考資料２ 】  

（天笠会長）  

全体を通しまして ，お気づきの点 ，御意見等々一言 をお願いでき

ればと思います。  

（神田委員）  

とても良くできていると思います。 いろいろ皆さんと 話し合った

ことなどが反映されていて ，とても 分かりやすいなと 思いました。  

（坂本委員）  

これまで私達が 話してきたことが ，綺麗にまとまって いて素晴ら

しいなと思いました。アンケート を 実施したかと思うので ，そちら

も入れていただけるといいなと思います 。  

（古橋委員）  

給食室について ， 1 つ私の意見として ，まだエアコン がない学校

が多いということ です。 15％の学校しか 温度や湿度が最適に管理さ

れていないとのことですので ，空調整備 を早急にしていただけたら

なと思います。衛生管理 は重要かと思いますので 。  

（阿部委員）  

骨子案１枚目の ３章，3 の表現にちょっと引っ かかります。「柏市

の目指す子ども像 」の表現について ，色々な人たちの 意見を全部取

り込んだ形で議論 しないといけないと個人的に思います。 そういう

意味で，例えば，「 柏市の学校教育が 目指すこと」というように した

ほうが私は良いと 思います。  

（少路委員）  

自分達が考えたことが ，上手い具合に入って いるなっ て思いまし

た。将来的に子ども 達が良い方向に 行ける学校づくり ができたら良

いなと改めて思いま した。  

（天笠会長）  

もう少し強調したほうが良い箇所 などありますか。  

（少路委員）  

普段，コミュニティ ・スクールだったり ，子どもの居場所の部分

で，子ども達や学校の先生方の活動を 一緒にしている ので，細々し
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たことに目が向き がちなため，なるべく 大きな視点でみたいと思っ

ています。やはりこれから 共働きの家が増えて ，日常的に 両親が居

なくて子どもだけ になる機会も多いか と思いますので ，子どもの居

場所について少し 力を入れて考えた方が ，子ども達にとって 良いと

思います。  

（入道委員）  

素晴らしいなと思 いましたが，最初から 気になっているところは ．

学校生活を 9 年間 続けることです。 小中ギャップがなくなって 良い

のではないかという反面 ， 9 年間ずっと 辛い立場で過ご すこととな

ったら可哀そうだなと思ったり します。  

また，子ども達 のために先生方が 能力を高めることが大事 とのこ

とでしたが，先生の働き方改革で 色々 取り組んでいること について，

例えば小規模の学校の場合 ，音楽の 先生が講師となってしまう 等の

話がありました。 その方々は時間外のところで とても 取り組んでい

るかと思いますので ，例えば予算を 取るなどして，教職員の 給与の

補填等に回していければ 良いのにな と思いました。  

（青木委員）  

「誰一人取り残さない学校 教育の推進 」ということで ，前回視察

に行った学校で一番印象に残ったのは ， 9 年間を通して ，一貫した

見守りができると いう点でした。その点が 入っている と，親として

は安心できるかな と思います。  

また，「子どもの居場所づくり 」について ， 6 年間を 通して実施す

るような長いスパンでなくてよいので ，単純に居場所だけでも 作っ

ていただけたらなと思います。  

（遠藤委員）  

骨子は素晴らしく 網羅されたものであると思います。 あとは現場

で働く教員がどのぐらい認識して ， しっかりやっていけるか だと思

います。  

（川本委員）  

これまでの膨大な 資料や検討内容 を踏まえて，流れも 分かりやす

く，基本方針としては 良くまとまって います。  

（藤崎委員）  

骨子としては良くまとまって おりますが ，一番重要なのは ，第 4

章の具体的な取り組 みのところかと思いますので ，これを 今後充実
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させていけるように 議論を進めていければ と思います 。  

（伊藤委員）  

私も同様に第 4 章の具体的な取り組み は，とても大事 だと思いま

す。「誰一人取り残さない学校教育の推進 」について，子どもたちの

多様な学びを保障するためにも ，「誰一人取り残さない 」というキー

ワードは，とても重要に なると思います 。やはり地域との繋がりで

あったり，今日議論された「教育相談の充実 」「子ども の居場所」の

ところが，大事になってくる と思います。  

（中田委員）  

私も具体的な取り組み は，とても大事 で，直結して くるところだ

と思いますが，そ れを考えるには， やはり子ども像について みんな

が一緒のイメージ を持たなければいけない というところに 帰るなと

思いました。子ども と学校教育のみならず ，柏の皆さんと一緒に 共

有できるような発信を ，こちらはしていかなく てはいけない と思い

ました。  

（寺本副会長）  

これまでの議論を踏まえて ，整合性 が高く，資料として 素晴らし

く良くできている なと思いました。「柏市が 目指す子ども 像」もうま

く議論が集約されて いると思いましたが ，30 年後を見据えた 方針と

のことですので，「誰一人 取り残さない 」というＳＤＧｓ の理念や，

前回視察した阿蘇米本学 園のＥＳＤ の理念を踏まえると ，グローカ

ルという言葉を少し意識 したいなと思います 。  

ややもすると， 自分が良くなれば ，柏が良くなれば それで良いみ

たいな内向き志向 な感じに受け取られてしま う可能性 があります。

「自分が良くある 姿」や，「柏が良 くある 姿」は，必 ず 世界と繋がっ

ていると思います ので，グローカル な視点をどこかに 取り入れられ

たらの良いと思いました 。そうすると 30 年先とか今の 教育課題も意

識している子どもの 未来像ということで 全体的にバランス が良いの

かなと思います。  

どこでどう取り上げ ればいいか， そこまで具体的な案 はないです

が，内向き志向ではないと のことを ，柏の皆さんと一緒に共有でき

るような発信をしていけたらいいなと思いました。  

（天笠会長）  

委員からの意見 は，とても貴重だと 思いました。その上で ，また
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次回以降，意見をお願いできれば と思います。  
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